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（論文及び審査結果の要旨） 

 機械の運動の本質を担う可動部の多くは、二面の接触が生む垂直抗力で負荷を支えながら、目的とす

る運動を実現する。このような状況において、接触部に作用する接線方向の抵抗力（摩擦力）が原因と

なり発生する振動を、一般に摩擦振動と呼ぶ。例えば、なめらかに作動することを想定して設計された

摺動部に摩擦振動が発生すると、運動が間欠的となり、機械の主たる機能が著しく損なわれる場合があ

る。あるいは、摩擦振動の振幅が機械の性能を低下させるほど大きくなくとも、摩擦振動に起因する異

音の発生が機械の商品価値を低下させる場合もある。本論文は、摩擦振動の抑制を目的として、実験的

かつ理論的なアプローチにより論文提出者が実施した、一連の研究成果をまとめたものである。 

 本論文は、以下の全 7章で構成されている。第 1章「緒論」では、摩擦振動に関する既往の研究の概

要と本研究の目的を述べている。第 2章「すべり摩擦に現れる振動の整理」では、振動の発生原因と最

終形態の両面から、摩擦振動を分類して整理している。第 3章「強制振動とスティックスリップの関係」

では、周期的な表面形状に由来する強制振動とスティックスリップが共存するすべり摩擦系を対象とし

て、同系に生じる現象の特徴を実験的に明らかにしている。第 4章「微小動荷重を利用したアクティブ

制振」では、動摩擦係数の速度弱化により摩擦振動が発生する系について、微小動荷重を利用したアク

ティブ制振が可能であることを理論的に示した後、そのコンセプトを実験的に立証している。第 5章「異

方的な支持剛性を利用したパッシブ制振」では、動摩擦係数の速度弱化により摩擦振動が発生する系に

ついて、支持剛性の主軸の方向と駆動速度の方向の間にヨー角ミスアラインメントを与えることによ

り、系に見掛けの粘性減衰効果を生み出し、摩擦振動のパッシブ制振が可能であることを理論的に示し

ている。第 6章「考察」では、1自由度系に現れる振動の抑制指針をまとめ、多自由度系への拡張につ

いて展望を述べた後、以上の検討を通して得られた本研究の「結論」を、第 7章にまとめている。 

 以上のように、本論文は、トライボロジーの問題として重要な摩擦振動に関して、学術的かつ工学的

に重要な知見を提供するものと判断し、博士論文として十分な価値があるものと認めた。 

 


